
組み込みGUI開発とは液晶を使ったシステムの設計です。機器の使い勝手向上、デザイン性向上など

目的はそれぞれだと思いますが、初めて液晶を搭載するとなると何から手を付ければ良いか分からないと

言った声をお聞きします。

ウェビナでは、液晶を使ったシステム設計の流れと注意事項を押さえ、組み込みGUI開発で重要となる

マイコン選定ポイント、GUI用ミドルウェア/開発ツールの選び方を解説するとともに、デモをご覧いただくこと

で、GUI開発の流れを共有させていただきました。

液晶を使ったシステム設計の流れ、注意事項

商品企画・設計・部品選定・開発の流れは他の製品と変わりませ

ん。液晶を使った機器では液晶の仕様/表示内容により、後工程と

なる商品設計・部品選定に大きな影響を与えます。商品企画段

階で十分に吟味し、手戻りの出ない開発を心がけましょう。

システム構成とマイコン選定ポイント

システム構成は、描画用ICを使用したものからマイコンで液晶表示を行うもの、プロセッサを使用するもの

など大きく4つの種類があります。各々の構成ごとに特長がありますが、マイコンを使用する場合は処理性能

・メモリ容量・対応解像度/IF・描画機能に注意して選定しましょう。

GUIフレームワーク 「Guiliani」

他のウェビナはこちらから
リョーサンウェブサイト
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Guilianiは、TES Electronics Solutions社が提供する組込みシステム向けのGUIフレームワークです。

このフレームワークは、組込み機器に最適な、軽量で省メモリ、省電力のグラフィック機能を提供しています。

限られたリソースの中でもスムーズに動作する高機能な画面表示を実現します。特にRZ/A1H評価ボード

での使用に最適です。ソフトウェアやGSEはTES社のウェブサイトから入手可能です。

Guilianiを使用することで効率的にGUI開発が行えます。
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